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デ
ノ
ミ
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
。
世
間
の
噂
話
し
に
も
浮
ん
だ
り
消
え
た
り
。
ど
う
も
議
論
の
周
期
が

あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

私
は
、
大
蔵
省
に
在
籍
中
か
ら
デ
ノ
ミ
推
進
論
者
で
あ
っ
て
、
と
く
に
デ
ノ
ミ
を
唱
え
続
け
て
来
た
畏

友
故
鳩
山
威
一
郎
参
議
院
議
員
が
亡
く
な
っ
た
今
は
、
氏
に
成
佛
し
て
戴
く
た
め
に
も
デ
ノ
ミ
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

平
成
五
年
三
月
二
日
、
自
由
民
主
党
議
員
の
有
志
三
十
六
名
で
「
デ
ノ
ミ
研
究
議
員
懇
談
会
」
を
発
足

さ
せ
た
が
、
推
さ
れ
て
私
が
会
長
に
な
っ
た
。 

 

会
の
規
約
に
は
、「
円
の
対
外
的
感
信
の
高
場
、
換
算
の
容
易
さ
に
よ
る
わ
が
国
経
済
社
会
の
発
展
、
国

民
意
識
の
国
際
化
の
推
進
な
ど
の
見
地
か
ら
、
デ
ノ
ミ
の
実
施
に
向
っ
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
研
究

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
て
あ
る
。
も
少
し
く
だ
い
て
言
え
ば
、
心
機
一
転
と
副
次
的

で
は
あ
る
が
経
済
刺
激
効
果
も
充
分
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。 

 

私
は
、
大
蔵
省
の
理
財
局
長
を
し
て
い
た
頃
、
デ
ノ
ミ
の
実
施
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
た
。
時
の
主
計

局
長
は
鳩
山
威
一
郎
氏
、
大
蔵
大
臣
は
水
田
三
喜
男
氏
で
と
も
に
デ
ノ
ミ
の
推
進
論
者
で
あ
っ
た
の
で
、

幣
制
担
当
責
任
者
と
し
て
国
庫
課
な
ど
に
デ
ノ
ミ
を
実
施
す
る
場
合
の
具
体
的
な
作
業
、
段
ど
り
な
ど
の

検
討
を
命
じ
た
。
一
応
の
成
案
を
得
た
。
大
蔵
省
の
金
庫
に
今
も
眠
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。 

 

当
時
、
デ
ノ
ミ
の
範
は
一
九
六
〇
年
に
実
施
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
と
り
、
一
〇
〇
分
の
一
の
デ
ノ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
新
旧
の
紙
幣
と
貨
幣
の
並
行
流
通
（
無
論
当
分
の
間
）
デ
ノ
ミ
宣
言
後
一
年
余
り
の
準
備
期
間

を
置
い
て
実
施
な
ど
を
極
め
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
準
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
為
替
相
場
の
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
な
ど
に
よ
り
経
済
界
の
混

乱
に
遭
っ
て
見
送
り
と
な
っ
た
。 

 

第
一
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
い
わ
ゆ
る
狂
乱
物
価
が
収
ま
っ
た
七
八
年
前
後
か
ら
再
び
デ
ノ
ミ
を

実
施
す
べ
し
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
来
た
。
七
八
年
一
月
四
日
、
当
時
の
総
理
福
田
赳
夫
氏
が
恒

例
の
伊
勢
神
宮
参
拝
の
際
の
談
話
で
「
ま
さ
に
デ
ノ
ミ
や
る
べ
し
」
と
発
言
さ
れ
た
。 

 

二
百
数
十
年
の
平
安
の
鎖
国
時
代
を
経
て
、
近
代
的
国
家
と
し
て
日
本
が
ス
タ
ー
ト
し
た
明
治
維
新
政

府
の
頃
一
円
は
米
ド
ル
一
ド
ル
の
為
替
相
場
で
あ
っ
た
。 

 

今
一
〇
〇
円
を
一
円
に
デ
ノ
ミ
を
す
れ
ば
、
一
円
は
米
ド
ル
約
一
円
に
当
る
。
丁
度
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
な
い
か
と
思
う
が
如
何
。 
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